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多賀城市は、 仙台市と接するためベッドタウン化が進

み、 人口の増加には著しいものがあります。 本市は、 特

別史跡多賀城跡を有し 、 毎年史跡の整備・復元を行い、

「史跡のまち」として広く県内外にアピールを行ってい

ます。 この多賀城跡を取り巻く遺跡の一つに市川橋遺跡

があります。

さて 、 今回の調査では、 水田跡、 井戸跡等が発見され

古代の土器類も多最に出土いたしました。 この中には、

城外では初めて須恵器の杯に付着した漆紙文書も見つか

り 、 貴重な発見となりました。

本報告書が研究者及び一 般市民の方々にも広く活用さ

れ、 埋蔵文化財に対する普及、 啓蒙に役立てば幸いです。

最後になりましたが、 報告書作成にあたっては、 県文

化財保護課、 宮城県多賀城跡調査研究所及び東北歴史資

料館のご協力を得、 さらに本遺跡発見の漆紙文書につい

ては、 国立歴史民俗資料館の平川南氏より玉稿をいただ

きました。 厚く御礼申し上げます。

平成2年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所 長 斎藤一司



例 言

1 .  本書は、 宅地造成に先立って行った市川橋遺跡の発掘調査報告書（第7次調査）である。

2. 本書の執筆・編集は、 当センタ ー職員の協力を得て、 石川俊英が担当した。

3. 本書の作成にあたっては、 佐藤悦子、 柏倉霜代、 須藤美智子、 熊谷純子、 黒田啓子、 山田
紀子の協力を得た。

4. 本書中における各遺構の略号は次の通りである。

SE ー井戸跡、 SD ー溝跡、 SKー 土砿
5. 本書挿図中の水糸レベルは、 標高値を示す。

6. 調査区の実測基準線は、 国家座標の方位をとっている。

7. 本報告書中の土色は、 『新版標準土色帖』 （小山・竹原 1976)を使用した。

8. 発掘調査及び報告書作成にあたり 、 県文化財保護課、 多賀城跡調査研究所、 東北歴史資料
館の諸氏、 酒井清治氏（埼玉県立歴史資料館）の御教示、 御協力を得た。

9. 墨書土器の判読については、 平川南氏（国立歴史民俗博物館）、 佐藤和彦氏（多賀城第二
中学校）の協力を得た。

10. 「市川橋遺跡第7次調査出土の漆紙文書について」は国立歴史民俗博物館教授平川南氏の
執筆による。

11. 調査・整理に関する諸記録及び出土遺物は多賀城市埋蔵文化財調査センターで一括保存管
理している。



調 査 要 項

1. 遺跡所在地 多賀城市浮島字高平34·35番
2. 調査期間 平成元年4月20日�7月7日
3. 調 査 面 積 900nf (対象 面積約2, OOOnf) 

4. 調査主体者 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男
5. 調査担当者 多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長 斎藤一司 主任研究員 高倉敏明
研究員 瀧口 卓、 石川俊英 技師 千葉孝弥、 石本 敬、 相沢清利
嘱託 鈴木久夫、 滝川ちかこ

6. 調査協力者 加藤 基（地権者） 、 （社）多賀城市シルバー人材センター 、 多賀城市第二
給食センター

7. 発掘調査参加者 阿部トシ子、 阿部美津子、 小野寺恵子、 加藤文一
、• 木村梅子、

熊谷きみ江、 熊谷好子、 後藤恵子、 佐藤節子、 下道博信、 平山節子、

星忠次郎、 渡辺ゆき子、 米澤栄子
（多賀城市シルバ一 人材センター）大石利雄、 佐藤信次郎、 鈴木次郎、 鈴木忠三朗、

高橋春生、 山家幸治、 若林 猛、 千葉良一、 前田仁水
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I 市川橋遺跡の立地と環境

市川橋遺跡は、 砂押川によって形成された自然堤防上に立地している。 本遺跡は特別史跡多

賀城跡の南面及び西面に位置し、 その範囲は東西1.4km、 南北1. 6kmと広範囲に及んでいる。 遺

跡周辺は地理的には広義の仙台平野の北東端にあたり 、 その北側には塩釜方面から西に派生す

る松島丘陵があり、 この丘陵の先端部に多賀城跡が置かれている。 丘陵は沖積地に接するまで

標高を徐々に減じていく。

さて、 本遺跡と同じ立地条件をもつ遺跡に、 新田・山王遺跡がある。 両者とも古墳時代前期

から中 ・ 近世にかけての複合遺跡であり、 多賀城跡との関連から、 奈良•平安時代の遺構 ・ 遺

物が多い。 こ れらの遺跡及び本遺跡、 さらに立地を異にするが高崎遺跡は多賀城と密接にかか

わると考えられている。 上記の遺跡は、 発掘調査によって新しい事実が次々に発見され、 多賀

城跡との関連はもちろんのこと、 こ れを取り巻く周辺遺跡の様相を考える上でますます重要性

を増している。 本遺跡及び地域的に関連する遺跡については、 これまでに数ヶ所で発掘調査が

実施されている。 これらの調査結果の概要は表 2にまとめたとおりである。

II 調査に至る経緯

特別史跡多賀城跡の南面及び西面に位置する本遺跡は、 新田 ・ 山王•高崎遺跡と共に、 いわ

ゆる国府域を形成する上で重要な位置にあたる。 当該地区は主として水田に利用されており、

仙台市と隣接し宅地化の波が著しい新田・山王遺跡と比較すれば、 まだ歴史的最観を保ってい

る。 しかし、 ここ数年来大規模な開発行為は及んでいないものの、 小規模ではあるが当該地区

でも宅地化の傾向が徐々に進んできている。 当埋蔵文化財調査センターでは、 これまでにも本

遺跡が多賀城跡南面に位置するという重要性を考え、 昭和54年度より継続して調査を実施し、

開発行為に対応しつつ、 資料の菩租につとめてきた。

今回の発掘調査については、 昭和63年度に入り地権者から宅地造成工事の計画が提示された

ため、 その内容等について協議を行った。 その結果、 当該地区は平安時代の水田跡が発見され

た第5次調査地区の北東部に接し 、 同様な性格を有する遺構・遺物の存在が十分に予想された。

そのため地権者に対し調査実施の協力を依頼し、 平成元年1月発掘調査の承諾書の提出を受け

て、 同年4月14日より調査を実施したものである。
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遺跡番号 遠 跡 名 所 在 地 立 地 種 別 時 代

1 市川橋遺跡 市川・浮島• 高崎 自然堤防 集落跡•水田跡 奈良•平安•中世
2 新田遺跡 新田・山王 ,, 集 落 跡 古墳• 奈良•平安•中世
3 安楽寺遺跡 新田 .. 寺 院 跡 古代・中世
4 山王遺跡 山王• 南宴 " 兆 落 跡 古墳ー近世
5 内館館跡 南宮 ,,. 館 跡 中世
6 山地田館跡 山王 ，， ，， "' 
7 大日北遺跡 高橋字大日北 .. 散 布 跡 奈良•平安
8 特別史跡多賀城跡 市川・浮島 丘 陵 国 府 跡 奈良• 平安• 中世， 西沢遺跡 ,,. ，，， 散 布 地 奈良•平安
10 法性院遺跡 浮島字高原 "' ，， .,. 
11 高原遺跡 ,, .. ,, ,., 
12 特別史跡多賀城廃寺跡 高崎一 T目・ニT目 ,, 寺 院 跡 ，， 
13 丸山囲古墳群 高崎二丁目 丘 陵筑 高塚古墳（円） 古墳
14 館前遠跡 浮品字館前 分離丘陵 官 術・館 跡 平安•中世
15 高崎遺跡 高崎・留ケ谷 丘 陵 散 布 地 奈良• 平安•中世
16 小沢原遺跡 浮烏二丁目 ，， 散布地・館 跡 奈良• 平安
17 野田館跡 留ケ谷二丁目 ，， 散布地・館 跡 奈良• 平安• 中世
18 矢作ケ館跡 � 々 ，， • 
19 留ケ谷遺跡 留ケ谷一丁目 ,, ,,. � 
20 稲荷殿古墳 高崎三T目 � 高塚古墳（円） 古墳（後）
21 桜井館跡 中央一丁目 ,; 館 跡 中世
22 志引遺跡 東田中二丁目 ，， 包含地・館 跡 旧石器・奈良• 平安• 中世
23 東田中窪前遺跡 東田中一丁目 丘陵麗 散布地・館 跡 奈良•平安• 中世
24 六貫田遺跡 八幡・束田中• 高崎 自然堤防 散 布 地 契良•平安
25 八幡館跡 八幡二丁目 丘 陵 散布地・館 跡 奈良•平安• 中世

表1 遺跡地名表

皿 調査方法と経過

今回調査対象となった地点は、 昭和59年度に多賀城市教育委員会が実施した第 5 次調査区の

北東側に位箇する所であり、 遺構や遺物がね密に分布することが十分に予想された。 調査対象

面積は約2, OOOrrfで排土処理の関係上約900rrfについて調査を実施した。 調査はまず重機を導入

して表土（現代の水田耕作土）の除去作業を行った(4月20日） 。 翌21日から作業員を動員し

て調査区に沿って土層観察用のトレンチを兼ねた排水溝を掘った。 5月 8日から遺構検出作業

に入る。 この時点で遺構は主として西側に集中していることが判明したため、 調査を西側中心

に進めて行くことにした。 北西部には整地層及び方形状に分布する黒色土があり、 さ らに数条

の溝跡が複雑に入り組んだ様相を呈していた。 このような状況のため遺構の重複関係が明白に

なるまでかなりの時間を必要とした。 精査の結果、 方形状に分布する黒色土については水田跡

であることが明らかになり、 2時期の存在が確認され、 S D199·202はこれに伴う水路ではな

いかと考えるに至った。 さ らに整地層、 水田跡、 他遺構群についても、 整地層を介在して2時

期の遺構が存在することも判明した。 一方 、 東側は遺構の分布が希薄であり、 整地層も及んで

いないため、 発見さ れた遺構の全ては地山面から掘り込まれたものであった。 このような状況
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No 製 査 名 称 調査年次 No 罰 旦＊ 名 称 調査年次

① 多賀城跡第 22 次 調 査 昭 和 48 年 ⑦ 市教委第 1 · 2 次飼査 昭和 56 · 57年

② 仙塩流域下水道試掘鯛査 昭 和 53 年 ⑧ 市 教 委 第 3 次 調 査 昭 和 58 年

③ 館 前 遺 跡 発 掘 調 査 昭 和 54 年 ⑨ 市 教 委 第 4 次 岡 査 昭 和 58 年

④ 水 入 遺 跡 発 掘 問 査 昭 和 54 年 ⑩ 市 教 委 第 5 次 調 査 昭 和 59 年

⑤ 下水道埋設工事試掘調査 昭 和 54 年 ⑪ 市 教 委 第 6 次 悶 査 昭 和 6} 年

⑥ 多賀城跡第 37 次糊 査 昭 和 55 年 ⑫ 市 教 委 第 7 次 謂 査 平 成 元 年

第2 図 調査区位置図
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調 査年次 調 査担当 調 査 地 ・ 面積 時 代 発 見 遺 構 発 見 遺 物

昭和48年度 宮城県多賀城跡 浮島字高平 平安時代 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 灰釉•

（註1) 調査研究所 1. 650面 竪穴住居跡 緑釉陶器、 瓦、 土製カ

マド

昭和54年度 宮城県 高崎字水入 平安時代 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 赤焼

10/22-12/3 教育委員会 2.000出 溝跡、 井戸跡 き土器、 灰釉・緑釉陶

（註2) 土砿等 器、 瓦、 硯、 木製品

昭和58年度 多賀城市 浮島字高平 平安時代 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 赤焼

10/3-10/27 教育委員会 （大臣宮地区） 小柱穴 き土器、 瓦

（註3) 460出

昭和58年度 多賀城市 高崎字水入 平安時代 溝跡 土師器、 須恵器、 赤焼

1/9-2/20 教育委員会 500面 江戸時代 き土器、 瓦、 灰釉陶器

（註4) 硯石、 木製品（埠、 i車競

Ill具、 弓、 闘諾、 9、 腫、 億、 員、 漬）

鉄製品(I、 原釘）

昭和59年度 多賀城市 高崎字高平 平安時代 掘立柱建物跡 土師器、 須恵器、 赤焼

10/22-1/21 教育委員会 800面 掘立柱列跡 土器、 灰釉・緑釉陶器

（註5) 小柱:ft..、 水田 瓦、 円面硯、 土錘、 土

跡、 溝跡 製カマド、 木製品（鯖揺

江戸時代 水田跡 9、 惰） 、 古銭、 陶磁器、

金属製品（沿王、 り、 員、 キセ）�)

昭和61年度 多賀城市 高崎字水入 平安時代 土砿、 杭列跡 土師器、 須恵器、 瓦、

11/4-12/17 教育委員会 700rrf 河川状遺構 陶磁器、 木製品(tt、 ftl)

（註6) 中 世 溝跡

表2 市川橋遺跡調査成果
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が把握された5 月 29 日より3mX3m の平 面図作成用の杭を設定し、 直ちに平 面図及び略図作

成に取りかかった。 6 月 3 日より、 調査区西側の整地層を除去し、 下層（地山面）の調査を開

始する。 井戸跡、 土坑などを発見する。 これらの遺構 群については、 確認時の所 見では全て地

山面から掘り込まれたものと考えていた。 しかし整地層との関係から整地層上面より掘り込ま

れた可能性も考えられた。 このため、 再度 検討を行った結果、 当初の見解どおり地山面から掘

り込まれた遺構 であることを再確認した。 この中には曲物を二段に据えて井戸側としたS E19 

8井戸跡、 S K236 土砿がある。 特にS K236 土砿からは平 城京土器 分類で言ういわゆる「壺G」

が出土した。 これは当該地域では初めての発見である。 6 月 29 日には調査区全景写真撮影を行

う 。 基本層位等の検討及び平面図作成を行って全ての調査を完了した(7 月 7 日）。

なお、 調査完了後、 整理作業中において水田跡 (195) 出土の須恵器 杯に付着した漆紙を

発見した。 直ちに東北歴史資料館内で赤外線テレピカメラを使用して判読作業を行った結果、

文書であることが判明した。 漆紙文書の発見は城外では初めてのことである。

w 調 査 成果

1. 基本層位

第I層 現在の水田耕作土である。 黒褐色粘質土層で、 屑中に酸化鉄を斑点状に含むもので

ある。 厚さ15�20cm を計り、 調査区全域にほぽ水平 に堆積 している。

第Il層 にぶい黄褐色粘質土層である。 層中には酸化鉄及びマンガン粒を含んでいる。 厚さ

10�2ocm を計り、 調査区全域に水平に堆積 している。

第m層 粘性のある暗褐色シルト層である。 層中には酸化鉄及び地山土が含まれている。 調

査区の南西部から南東部に分布するものであり、 地山土に比較的類似する。

第W層 黄褐色シルト層（地山土）である。

なお、 北西部で発見された堆積 層については、 これに覆われた遺構 の埋土状況等から判断し

て、 整地層と考えている。
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�3,000m 3,000m—| 

ー
イ一 口

基本層位 I lOY R½ 黒 褐 色 粘 土 イ lOY R½' 褐 灰 色 粘 土
I 1.0Y R% にぶい黄褐色 粘

•
土 ロ JOYR 1/i 忌日 褐 色 粘 土

III lOY R¾ 暗 褐 色 シ ）レ 卜 ハ 2.5Y¾ オリ ー プ褐色 砂を含む 砂を含む
N 2.5Y½ 黄 褐 色 （地山土） 二 JOYR 1/i 黒 褐 色 粘 土 地山土を含む

r--3,000m 
ホ lOYR Yi 痴日 褐 色 粘 土 地山土を含む

3,000m� へ lOYR 1/i 黒 褐 色 地山土を含む

SD 199 lOYR½ 灰黄褐色 シルト A 層 10Y R% にぶい黄褐色 固くしまっている（畦畔）
SD 200 lOY R½ 黒褐 色 シルト 整地層1 2.5Y R½ 暗灰黄色 シルト

SD 202 2.SY½ 暗灰黄色 粘 土 整地層2 2. 5 Y .1/i 黒褐 色 シルト

SD 208 2. SY 1/i 黒褐 色 粘土土 整地層3 JOY R Yi 黒褐 色 粘 土

�3,000m 3,000mー|

① 2.5Y¼ 黄 褐 色
② lOYR½ 灰黄褐色
③ lOY R½ 灰黄褐色
④ lOYR½ 黒褐 色

粘性しまりがある
粘 土
粘 土 炭化物を含む
粘性しまりがある

水田跡194埋土
水田跡194埋土
水田跡194埋土
水田跡195埋土

ト lOYR 7i 
チ lOYR½ 
1J 2. 5Y½ 
ヌ 5 YR½
ル 2.5Y¾
オ 2.5Y¾

黒 色 土
灰 黄 褐色
暗 灰 黄 色
暗赤褐色
にぶい黄色
にぶい黄色

粘 土
粘 土
酸化鉄 地山プロックを含む
炭化物 焼土プロックを含む
地山土を含む
酸化している

o
l
l

 

i‘
 

m
 

3
 

第4図 調査区西側セクション図
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2 .  発見遺構 と 遺物

今回の調査で発見さ れた遺構は水田跡 3 、 井戸跡 2 基、 溝跡14条、 土坑2位E、 整地、 小柱穴

多数である 。

( 1 ) 整地層

整地層は調査区北西コ ーナ 一部か ら 中央部にかけて発見 さ れた 。 堆積状況よ り 3 層 に細分さ

れ る 。

整 地 1 : 調査区北西コ ー ナ ー付近に堆積する 。 層厚は約 5 � 6 cmほ どである 。 暗灰黄色土層

で、 層中には砂、 マ ン ガン粒子、 酸化鉄な ど を含む。

整 地 2 : 1 と 同様北西コ ーナ ー付近に堆積する 。 層厚は10cm前後である 。 黒褐色土層で、 マ

ン ガ ン粒子、 酸化鉄を含む。

整地 3 : 調査区北西か ら 水田跡194北側に 及ん で い る 。 層厚は約 8 ·�10cm.ほ どである 。 黒褐

色土層で、 地山ブロ ッ ク 、 酸化鉄を含んでい る 。

こ れ ら の層中か ら は、 主と し て 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 高台付杯 ・ 甕 • 長頸瓶な どが出土

し て い る 。

0
ー｀

5 cm 

亡ゴ
（ 単位 ： cm) 

No 層位 種類 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 備 考
1 整地 1 土師器 杯 ョ コ ナ デ、 手持ちヘ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ミ ガキ 、 黒色処理 14.3 7.7 4.3 
2 整地 1 ，，， ,., ロ ク ロ ナ デ、 回転糸切 り ，, ，，， (11.1) 7.4 3.4 
3 整地 l 須恵器 � � 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナ デ (14.0) ( 8. 7) 6 .0 
4 整地 1 ,, � ，，， ，，， 11 14.l 7.4 4.1 
5 整地 l ,, ,, � ，， ,, 13.6 7.6 3.9 
6 整地 1 ,; ,, ，，， 3/ ,., 10.6 6.7 3.9 ほぼ完形
7 整地 1 ，，， It ,, ，， ,., 13.6 7.6 3.7 
8 整地 1 (I 11 ,(I � ,, 11.  7 7 .1  4 .0 

第 5 図 整地層出土遺物
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1

 
（単位 ： cm) 

No 層位 種類 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 備 考
1 整地 2 須恵器 稜椀 ロ ク ロナデ、 回転ヘラケズリ 口 ク ロ ナ デ 13.6 — · 6 . 1  高台径(7.6) 
2 整地2 ，，， 杯 � 回転ヘ ラ 切 り � 13.2 7.9 3 . 6  
3 整地 2 ケ 11 

'· � ，，， ,,. (13. 8) 8.4 3 .7  底部ヘラ描き「X」
4 整地 2 ,, � ,., // ，，， 9 . 6  5 . 9  5 . 4  
5 整地 2 ，，， ,, � ,I, ，' 14.0 7 .6  · 3 .4 
6 整地 2 ,(, 甕 ，，， 手持ちヘラケズリ ,, (29. 0) . •. 一 ―-
7 整地 2 ,., 長頸瓶 ,i, 回転糸切 り � 7.5 ( 5 . 5) —··- 肩部径(6. 9) 

5 
cm 
I 
（単位 ： cm) 

No 層位 種類 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口 径 底 径 器高 l 備 考

1 整地 3 須恵器 杯 ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ 切 り 口 ク ロ ナ デ (15. 6) 8 .8  5 .8  
整地 3

＇ 
(11 . 3) 2 � � ,., ,., 4- 6.6 4.7 

3 整地 3 ,, � ケ I,, ,, 13.6 8 .2  3 .4  

第 6 図 整地層 出土遺物
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舌免
占

m

（単位 ： cm) 

No 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 広径 器高 墨 害 銘
1 整地 3 須恵器 杯 ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナ デ ( 14 .6) 8.0 3.9 「丈」
2 整地 1 ,, ，，， ,, � ，，， ー · 7.2 · - - 「口」
3 整地2 ，， 1/ ,, 1/ Q 14.5 9.2 4 . 8  「口」

第 7 図 整地層出土遺物

( 2 ) 水田跡

水田跡194 : 水田跡は調査区西側の地山上で検出 し た も のであ る 。 本遺構は北西コ ー ナ 一 部
か ら 分布す る整地層 を切っ て い る 。 水田跡195、 S D200 · 202 · 208 と も重複 し 、 こ れ ら よ り 新
し い。 平面形は方形状 を 呈 し 、 ほぽ発掘基準線に沿っ て い る 。 規模は南北約10. 0m、 東西につ
い て は そ の延びが調査区外に及ん で い る ため、 全体の規模は不明 と な っ て い る が、 約5. 6m ま
で検出 し た 。 畦畔は調査区南側 よ り 検出 し て い る 。 上半分は削平のた め不明と な っ て い る 。 方
向は東側に 向 か っ て い るが、 埋土が地山土に近似す る にぶ い黄褐色土層のた め明確な区分はで
き な か っ た 。 土は比較的固 く し ま っ て いた 。 水田の耕作土 は 4 層に細分でき た 。 下層よ り 黒褐

色 、 灰黄褐色、 黄灰色土層の順に堆積 し て い る 状況が見ら れた 。 いずれの層も砂、 マ ン ガン粒

子、 酸化鉄を含ん で い る 。

出土遺物は比較的豊富であ り 、 土師器杯 ・ 甕 ・ 高台付甑、 軒丸瓦、 軒平瓦、 円面硯、 円盤状

土製品があ る 。

水田跡1 95 : 水田跡195は、 水田跡194 と ほぽ同位置で194を 掘 り 上げて か ら検出 し て い る 。 S

D200 · 208、 S K232 · 233 と 重複 し 、 S D208よ り 新 し く 、 S D200、 S K232 · 233よ り 古い 。

規模は、 遺構の延びが194同様調査区外に及ん で い る た め全容に つ い て は不明であるが、 東西7.

lm、 南北約8. 2mま で検出 した 。 畦畔は調査区南側よ り 検出 し た 。 方 向 は S D202にほぽ沿っ

て い る 。 土は地山土に黒色土が混 じ っ た も ので、 固 く し ま っ て い る 。 水 口 は南東コ ー ナ 一部 と

考え ら れ る が、 S D200のため不明 と な っ て い る 。 耕作土は黒褐色土層に地山土が混 じ っ た も

ので、 かな り 撹拌さ れて い る 。

13 



出土遺物は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 高杯脚部 ・ 甕 ・ 稜椀 ・ 短頸壺があ る 、 さ ら に須恵器

杯に付着 し た漆紙文書が発見さ れて い る （第11図） 。

z
 

＋ 

＋ 

゜ 3 m  

第 8 図 水田跡194 · 1 95実測図
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（単位 ： an) 

油 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 備 考
I t - 3 須恵器 杯 0ク0ナデ;e厨孫切り、手持ちへうケズリ 0 ク ロ ナ デ (14 .0) 6.8 4 .I 
2 t - 3 • ，， ,, 回転糸切り ，， 8.4 5 .2 3.2 
3 t - 2 • " ，， 証ヘラ切り " 19 .5 7 .7 3.7 
4 t - 3  • “ ,, 回転へうケズリ .. (12.4) 7 .8 4.6  
5 t - 2 • 11 ，， 回転糸切り � 05.0) 6.5 3.8 
6 t - 3 • � ，， 回伝ヘラ切り ，' (11.6) 7 ,2 4 .9 
7 、 - 3 ク ，， ，， 回転糸切り ，' (13.6) 7 .4 4.2 
8 、 - 2 々 ，， ，' 回転ヘラ切り ，' (12.4) 6 .8 4 .0 底部へう描き「XJ

ロ
ー

� 

0 5 cm  
I I I I I I 

3 

（単位 ： cm) 
No 層位 器種 器形 外 面 調 竪 内 面 調 整 口径 底 径 器高 」 凪 杏 銘
l e - 1 須忍器 杯 ロクロナデ、 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナ デ 13.1 7.8 4.1 
2 t - 3 土師器 ， .. 回転糸切り、手持ちヘラ1rか） * 12.0 6.0 5.0 
3 l - 3 須恵器 � ,, 回転ヘラ切り • ― •一 7.0 — I r釈

第 9 図 水田跡1 94出土遺物 （その 1 )
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0 5 cm 
I I I I I I 

（単位 ： cm) 

No 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 悶 整 口径 底径 器高 偉 考
1 、 - z 須恵器 甕 ロクロナデ 0クロナデ、手持ちヘラケ．ズリ (14.2) ( 9.2) 22.8 
2 t - 2 � • ロクロナデ、行海波当て具痕 "' 平行叩キ (26.C) ． ． 

3 、 - 1 � ,, ，， ,, * ，， (19 .2) 
4 t - 3 � 甑 ,, カキ目 ，， (21.7) (23.2) 17.5 
5 、 - 3 土師器 甕 ，， " 23.9 •一 ・,_.
6 、 - 3 円面硯 ，， .. (12.8) (15.2) 陸部 7.2an

第10図 水田跡 194出土遺物 （その 2 )
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□□ 7 ＼二三
l 

口二］
゜ 5 cm  
I I I I I I 

2 
（単位 ： cm) 

沿種 器形 外 面 関 整 内 面 関 整 口径 底径 器高 I 備 考
I 

r
- 1

1
須恵器 杯 ロ ク ロナデ、 回転糸切り ロ ク ロナデ 13.0 6.8 4.0 

2 t - I •  � • 回転ヘ ラ 切 り � 14.4 7.8 4.3 
3 t - I ヽ .. ’’ � 々 (14 .2) 9.0 3.s I体部外面に墨痕 ？

� 

C!), 
1 ゜ 5 cm 

I I I I I I 

（単位 ： cm) 
No 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 蔵 口径 胚径 器帝 墨 苔 銘

1 t - l 須恵器 杯 ロ ク ロ ナデ、 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナデ l l . 8  6.6 4.7 「lflTl'」記号 ：
2 t - I ヽ ，' • • ，， 7.4  「中」

·-—_,_ -
ヘ

． 
＼ 

cm

ー
5
 

（単位 ： cm) 

� l,"!1 Ii品l�TIロクタし.: 回：ヘラ，ズリIロク:ナデ戸 回：ヘ ラ，ズ.,I り� I(�:�, I 門|漆:;:―­
第 1 1 図 水田跡195出土遺物 （その 1 )
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0 5cm 
I I I I I I ー

（単位 ： cm) 

71、層— �iI� 品は月 ロ ク ：
t

ナ デ面 調 整 卜”:ナデ面 調 整 |界|竺!: I巴|最*:切：

第12図 水田跡195出土遺物 （そ の 2 )

水田跡196 : 水田跡196は調査区南側の地山上で検 出 し た も のである 。 遺構は削平を受け遺存

状態は良好ではなかった。 S D203、 S K222 · 224 と重複し 、 こ れら よ り 古 い。 平面形は方形

状を呈す る も の と考えられるが、 遺構の延びが南側に及んでいるため全容はつかめなかったが、

東西約12. lm、 南北最大約6. 2mまで検出 し て い る 。 畦畔は確認できなかった。 耕作土は195と

同一で、 黒褐色土層 と地山土が混じ り あ った層で撹拌されて い る 。

層中よ り 土師器杯 ・ 甕 ・ 蓋、 円面硯が出 土 し て い る 。

＋
 

」

゜ l m  

第13図 水田跡1 96実測図

"'--- —  

0
� �� \J (単位 ' =)

71,� 円I須:器|翌「|ロ ク:ナ: (回；
月

ヘラ:り 1ロ ク:ナデ面 調 整

第14図 水田跡196出土遺物
口径 I(���) I 竺I�: 銘
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( 3 ) 井戸跡

S E  197井戸跡 ： S E l97井戸跡は調査区北側の地山上で検出された、 木組みの井戸側をもつ

井戸跡である。 検出面から底面までは約0.8mを計り 、 掘 り 方は長辺1.12m、 短辺0.95mの方

形状を呈している。 井戸の構造について見ると 、 板を各辺 1 枚ないし2枚縦方 向に置いて外枠

と し、 その内側下部にも板を枠状に組んだものを据えている。 外枠の遺存状況は東側が非常に

悪い。 埋土について見ると 、 井戸内埋土は、 5層の堆積層に分けられる。 上層 ( 1 ---2層）は

酸化鉄を多く含み、 下層(3---5層）には粘土を主体とした黒褐色土が厚く堆積している。 裏

込め土は、 黒褐色、 黒色を呈した砂、 粘土を主体としている。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。

北

A 人

固

↓‘
 

t N03 

漑

A f- 2·.•50m 

8. 2.5Y¾ 黄褐色 砂、地山土を含む
9. 2.SY¾ 黒褐色 砂を企む

10. 2. S Y ¾  黒 色 枯土
6 層-10陪 裏込土

� A' 

第15図 S E197実測図

o
r
l

 

S E  197土府注意
2.5Y¾ 黒褐色 粘土
S Y  R ¼  赤褐色 固 く し ま っ て い る
JOY R ¾  黒褐色 粘土
JOY R ¼  褐灰色 粘土
2.5Y¾ 黒褐色 粘土

1 層 - 5 層井戸枠内埋土
2.5Y¾ 里褐色 枯土
2.SY¾ 黒褐色 粘土

I
t 
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O 5cm 
l―I I I I J 

2
 

（単位. : an) 

r I! 層�:I土;1�r1ロク1�デ、1::�『�·rIヘフ1ガキ戸 黒：

月

処理
整 1 『1 1 rr I rr I完；； 考

第16図 S E  197出土遺物

S E  198井戸跡 ： S E 198井戸跡は、 調査区北西部の整地層下で検出さ れた井戸跡である。 平
面形は方形を呈し、 長辺約0.9m、 短辺約0.8Smを計り 、 深さは約0.8mである 。 井戸の構造は、

曲物を二段に据えたものである 。 曲物は遺存状態が悪く 、 裏込め土の ま ま 取 り 上げたため詳細
は不明である 。 井戸側内埋土は、 7 層 に細分された。 上層 ( 1 ......... 4層） には黒褐色、 暗褐色、

灰黄褐色土が堆積し、 層中に は炭化物、 酸化鉄、 砂を含んでいる。 下層 ( 5 ......... 7 ) には砂層を
主体とする黒褐色、 黒色土が厚 く 堆租 し て い る 。

遺物は出土 し て いな い。

＋
 

日A 

+­

A 
h 2.50m f-- z 

＋ 

曲物

S E  198 土層注記
l .  JOY R ％ 黒褐色
2 .  JOY R ％ 黒褐色、 粘土
3. 7.SY R ¾  暗褐色

4. lOY R ％ 灰黄褐色

5. J.OY R ％ 黒褐色

6. l OY R  3{ 黒色、 粘土

7. lOY R ％ 黒色、 砂を含む

O 50cm 
I I I I I I 

第17図 S E198実測図
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( 4 ) 溝 跡
S D  199溝跡 ： S Dl99溝跡は、 調査区南西側の地山上で検出した東西溝跡である。 S D200 

-203と重複関係にありこ れらより新しい。 本溝の西側は調査区外にその延びが及んでいるた
め全容につ いは不明であるが、 長さ約12.2mまで検出した。 断面形は 「 U 」 字型を呈している。

幅は0. 22-0. 43mを計り、 深さは最大0.2m程である。 埋土は灰黄褐色土の単一層で、 層中に

は酸化鉄、 砂、 マ ン ガン粒子等を含んでいる。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 長頸瓶が出土している。

S D 200溝跡 ： S D200溝跡は、 溝の南側を S Dl99と接する位腟で検出した東西溝跡である。

水田跡194、 S D199 · 201-203と重複関係があり、 水田跡194、 S D199より古く、 S D201-2 

03より新しい。 本溝の西側は調査区外にその延びが及んでいるためその全容は不明であるが、

長さ約10.4mま で検出した。 断面形は舟底形を呈している。 幅は最大約1.36mを計り、 深さは

最大約0.2mを計る。 埋土は黒褐色土の単一層である。

遺物は土師器杯・甕、 須恵器杯が出土している。

S D  201 溝跡 ： S D201溝跡は、 調査区西側中央部の地山上で検出した東西溝跡である。 S D

199 · 200と重複関係にあり、 こ れらより古い。 溝は西側が S Dl99 · 200によって失われている

ため、 長さ約6.3mまで検出したにすぎない。 幅は0. 89-l. 04mを計り、 深さは 5 cm前後を残

すだけである。 埋土は灰色土の単一層である。

層中より土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。

S D 202溝跡 ： S D202溝跡は調査区西側の地山上で検出した東西溝跡である。 水田跡194、

S Dl99-201 · 203と重複関係にあり、 水田跡194、 S Dl99-201より古く、 203より新しい。

本溝の西側は調査区外にその延びが及んでいるため全容については不明であるが、 長さ約17.2

mま で検出した。 断面形は 「 U」字型を呈し、 幅は最大で0. 57m、 深さは最大0.2mを計る。

埋土は暗灰黄色の単一層である。 層中には地山土をブロ ッ ク状に含んでいる。

遺物は土師器杯・甕、 須恵器杯 • 高杯脚部・蓋が出土している。

S D 203溝跡 ： S D203溝跡は調査区西側の地山上で検出した南北溝跡である。 水田跡196、

S D199 · 200 · 202 · 208と重複関係にあり、 水田跡196より新しく、 他の全ての溝跡より古い。

溝は北側が S D208によって失われ、 南側は調査区外にその延びが及んでいるため全容につい

ては不明であるが、 長さ約15. 5mま で検出した。 断面形は底面が平坦面を呈し、 壁は底面より
緩やかに立ち上がる。 幅は0.54-2.18mを計り、 深さは最大0. 15mである。 埋土は 2 層に分け

られ、 上層には黒褐色粘土層が堆積し、 下層には黄色土シ ル ト が堆積している。

遺物は土師器杯 • 高杯脚部・蓋が出土している。

S D 204溝跡 ： S D204溝跡は調査区中央部の地山上で検出された南北溝跡である。 S D205 · 

208 · 212と重複関係にあり、 S D205より新しく、 他の溝跡より古い。 溝は北側が S D208によ
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って失われ、 南側は調査区外にその延びが及んでいるため全容については不明であるが、 長さ

約14.2mまで検出した。 断面形は舟底形を呈し、 幅は1. 2�1. 4mを計り 、 深さは0. 25mである。

埋土は3 層に細分される。 上層には粘性のある黒褐色土が堆積し、 下層には灰黄褐色土を主体

とする砂質土が堆積している。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 蓋 • 長頸瓶が出土している。

S D 205溝跡 ： S D205溝跡は調査区中央部の地山上で検出した南北溝跡である。 S D204·2 

12と重複関係にあ り 、 こ れらより古い。 規模は全長約11. 6mまで検出した。 溝の大部分は S D

204によ って失われているため幅、 深さは不明である。 埋土は灰黄褐色土を残すのみである。

層中からは土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 蓋•長頸瓶が出土している。

S D 206溝跡 ： S D206溝跡は調査区東側の地山上で検出した東西溝跡である。 本溝の東側は

調査区外にその延びが及んでいるため全容については不明であるが、 長さ約6.2mまで検出し

た。 幅は0. 47�1. 05mを計り 、 深さは0. 12mである。 埋土は黒褐色粘土層で、 地山土、 マ ン ガ

ン粒子、 酸化鉄を含んでいる。 遺物は出土していない。

S D 207溝跡 ： S D207溝跡は調査区東側の地山上、 S D206の南側で検出した東西溝跡であ

る。 本溝の東側は調査区外にその延びが及んでいるため全容については不明であるが、 長さ約

3. 6mまで検出した。 幅は約0.4mを計り 、 深さは0.lmである。 埋土は灰黄色粘土層で 、 地山

土、 マ ン ガ ン粒子、 酸化鉄を含んでいる。 遺物は出土していない。

S D 208溝跡 ： S D208溝跡は調査区北側の地山上で検出した東西溝跡である。 水田跡194 · 1

95、 S D203 · 204·209· 210、 S K213· 227 · 235· 236と重複し、 水田跡194 · 195、 S D210、

S K213 · 227 · 235 · 236よ り 古 く 、 S D203 · 204 · 209より 新しい。 溝は西側が水田跡195によ

って失われ、 東側は調査区外にその延びが及んでいるため全容については不明であるが、 長さ

約14. 5mまで検出した。 壁は底面より 緩やかに立ち上がり 、 底面には若干の凹凸が認められる。

幅は1. 46�3. lmを計り 、 深さは平均して0. 2m前後である。 埋土は黒色土、 黄褐色土、 灰黄褐

色土の 3 層 に分けられる。 これらの層は色調こそ異なるが、 粘土を主体とする。

遺物は土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕•蓋 • 長頸瓶が出土している。

S D 209溝跡 ： S D209溝跡は調査区北東部の地山上で検出した南北溝跡である。 溝は北側で
幅が大き く 膨らむ形態を取っている。 S D208 · 210と重複関係にあり 、 これらより 新しい。 溝

の南側は S D208の埋土上で停止するが、 北側については調査区外にその延びが及んでいるた

め全容については不明であるが、 長さ約10. lmまで検出した。 深さは最大0. 2mまで埋土が残

っていた。 埋土は4層に分けられ、 黄色褐色粘土、 暗灰黄色、 オ リ ー ブ褐色、 灰オリ ー ブ色砂

質層の順に堆積している。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。

S D 21 0溝跡 ： S D210溝跡は調査区北側中央部の地山上で検出した南北溝跡である。 S K23 



5 、 S D208 · 209 と 重複関係にあ り 、 これらよ り 古い。 溝の南側は S K235、 S D208に よ っ て

失われ、 北側について は調査区外にその延びが及んでい るため全容については不明であるが、

長さ約8. 7mま で検 出 し た。 幅は0. 4-0.68mを 計 り 、 埋土はわずかに 5 cmほど残すだけであっ

た。 埋土は黒褐色粘土の単一層である 。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕が出土 し て い る 。

S D  21 1 溝跡 ： S D211溝跡は調査区東側に地山上で、 S D204 · 205と ほぽ平行 し て走る南北

溝跡である 。 S D212 と重複関係にあ り これよ り 古 い。 溝の両端は調査区外にその延びが及ん

でいる ため全容に つ い て は不明であるが、 全長約12.2mまで検出 した。 幅は0. 48-0.89mを計

る 。 埋土は壁際を参考にする と 3 層に分け ら れ、 灰黄褐色土、 にぷい黄褐色土、 黒褐色土が堆

積 し て い る 。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土 し て い る。

S D  212溝跡 ： S D212溝跡は調査区東側で検 出 し た東西溝跡である 。 S D204 · 205 · 211 と

重複 し こ れら よ り 新 し い。 規模は全長17. 2m、 幅1. 54-2. 74mを計る。 溝の底面にはかな り の

凹凸が認め られる 。 埋土は灰黄褐色土の単一層である。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土 し て い る 。

二

沌 番号 呂種 器形 外 而 網 整 内 面 脱 竪
J S D  199 須恵器 杯 0クロナデ、回転ヘラ罰）、回転へうケか） ロ ク ロナデ

2 S D 200 .. • • q ,, 
3 S D  201 • • ． * � 
4 S D  203 • 蓋 • • ，， 
5 S D  203 • • ． ク 々

6 S D  204 • 杯 ． � • 
7 S D  204 • • ． � ,, 
8 S D  204 ,, ,, * 回転糸切り “ 

第 18図 溝跡出土遺物 （その 1 )

口径 庭径
(lJ .8) 6.6 
04. I) 8.4 
(13.8) 8.5 
15.5 

(15.3) 3.6 
(14.2) 8.5 
(13.8) 7.3 
14.3 7 .2 

0 5cm 

r , , 1 1 1 

（洋位 ： cm) 

器高 錨 考
4.0 
6.5 
3. 7 
3.6 つまみ径 3.2
5.3 
4.0 

. 3.7 
4.7 
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No 番号 器種 器形 外 面 調 整 内 面 悶 整 口径 底径 器高 偉 考
1 S D  204 須恵器 杯 ロクロナデ、 回転ヘラ切り ロ ク ロ ナ デ 13.7 7.8 3.7 
2 S 0 204 � 々 � 回 転糸切り ，， 14.l 8.6 4.0 
3 S D  204 � ,, ，， 回転ヘラ切 り • (13.7) 8.4 3.5 
4 S D  204 q & � . 11 (14. 2) 8.4 3. 7 底邸へう箔きrx」
5 S D  204 .. ,, ，' • � 13.2 8.0 3.3 々

6 S D  204 ，， 甕 ,., 手持ちヘラケズリ 工具状のナデ 37.6 13.8 21.7 
7 S 0209 ,, 杯 ，' 回転ヘラ切り ロ ク ロナデ ll.l 7.4 4.7 
8 S D  209 ，， 々 ，， • � 17 .0 8.2 5.9 ， S D  210 ,, ,, ,, ,., 4 14.4 6.0 4.5 
10 S D  210 ヽ � ,, * ‘’ (16.0) 9.5 6.6 

0 5cm 
I II II I 

（単位 ： cm) 

第19図 溝跡出土遺物 （ そ の 2 )
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0 5cm 

I II I I I 
（単位 ： cm) 

No 番号 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 備 考
1 S D  210 須恵器 杯 ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナデ (13.6) 8 .5  3.9 
2 S D  210 • ,, ，' • ，， (13.6) 8.5 3.8 
3 S D210 々 Q ，' ,, ，， 14.3 9.1 4.2 
4 S D  210 • ,, ，' • ,, 13.9 8.5 4.0 
5 S D  2ll 々 . • 々 " • 14.4 8.2 4.3 
6 S D  211 ,, . � • ，' 13.8 8.6 4.0 
1 S 0211 々 & 々 � 々 13.5 8.0 4.l  

..§� 
こ食-
ヽ

2
 

0 5 C1J1 
I I I I I I � 

�
 6

 

No＿
ー
2
3
4
5
6

堡
S 0 20] 
S D  203 
S D  203 
S D  203 
S D  203 
S D  209 

器種— , ,,  _ __ _  , 

須恵器
� 
,, 
,, 
,, 
,, 

器形. " '一•、一

，， 
，， 
，， 
，， 
ヶ

外 面 調 整
ロ ク ロ ナデ、 回転ヘ ラ 切 り

，' ，'  

" " 
ケ ケ

" " 
', 々

第20図二
底径•—... 
8.5 
7.6 
7.9 
7.7 
6.5 
7.2 

器高―"" " ' 
3.8 
3.4 
3.9 
4 .4 
4.7 

墨
墨痕
「口」

r間問JI本部 r尾□』

贔
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( 5 ) 土 砿

土拡は24基発見 し た 。 S K 23。以外は 、 以下の表に示す。

遺構名 平面形 検 出 面 規模（長辺x短辺X深さ） 重 複 関 係 特 記 事 項 備 考

2 1 3 円 形 地 山 0.89X―X 0.34 S D 2炉S K213 

2 1 4 円 形 地 山 0.77X-X 0 . 3  

2 I 5 不整形 地 山 0.84X―X 0 . 21 長辺はS . P

2 1 6 不整形 地 山 0.89X―X 0 . 22 長辺はS . P  

2 1 7 不整形 地 山 l .03X―X 0 . 2  S K  217→ S K  218 長辺はS . P

2 1 8 不整形 地 山 l . 18 X―X 0 . 2  S K  217→ S K 218 長辺はS . P

2 1 9 楕円形 地 山 0.42X―X 0 . 1 8  

2 2 0 不整形 地 山 ―X —X0.2  

2 2 1 不整形 地 山 0.3  X-X0.08 長軸はS . P

2 2 2 楕円形 地 山 0. 7 X-X0.20 水田跡196→S K  222 

2 2 3 楕円形 地 山 0. 6 X-X0. 11 

2 2 4 楕円形 地 山 0 . 9  X-X0. 15 水田跡→S K 224 

2 2 5 不整形 地 山 —X-X0.03 

2 2 6 不整形 地 山 ―X―X0. 1 3  

2 2 7 円 形 S D  208埋土 l . 06X ―X0.24 S D208→ S K 2切

2 2 8 楕円形 地 山 0. 61 XO. 56X0. 16 S K2�S K228 

2 2 9 円 形 地 山 0.69X一X0. 12

2 3 0 方 形 地 山 0. 71X―XO. l S K 2l>-S K 228 

2 3 1 円 形 地 山 1. 1 X―XO. I 整地層除去後

2 3 2 不整形 水田跡19褪且： —x—x— 水田跡195→S K  232 

2 3 3 円 形 水田跡196埋土 0. 97X-XO. 45 水田跡195--+S K 233 

2 3 4 楕円形 地 山 0 . 8  X0. 64X0.23 整地層除去後

2 3 5 不整形 地 山 2. 83X-X-―― S D  200→ S K 235 

表 3 土砿一覧表
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番号
S K  227 
S K  231 
S K  235 
S K  235 
S K  235 

器種
須恵器

,, 
，1 

,, 
.,, 

器形• 一 " —••

高台付杯
杯
,, 
，， 

0 5 cm 
I·I I I I 

外 面 調 整
ロ ク ロナデ 回転ヘラ切り

,' ，' 

,, q 

.. q 

q q 

第21 図

内 面 闘
ロ ク ロ ナ デ

,, 
,, 
，，， 

，，， 

土拡 出土遺物

整＿

2
 

／ ニニニ�

5 
(lll位 ： an) 

傭 考口径
12.8 

(16.8) 
(13.2) 
13.8 

(13.8) 

底径
8.4 

7.8 
8.5 
8.8 

器高
3.7 
7 .1 
3.7 
4.6 
4 .1 

高台径10.0

1本部に線舎き

S K 236土拡 ： S K236土砿は、 調査区中央部よ り、 整地層除去後に発見 したものである。

D208と重複し、 これより新しい。 平面形は楕円形を呈し、 規模は長辺約2.98m、 短辺約2.91
mで、 深さは約0. 75mを計る。 底面は平坦面を呈し、 壁は東側が垂直気味に立ち上がり、 西側

s
 

は緩やかである。 埋土は主体 と なる層が黒褐色、 黒色、 オ リ ーブ黒色土である。 上層は、 埋土

中に炭化物、 酸化鉄を含む砂層が主体 と な っているのに対し、 下層は砂層などを含む粘質土に

なっている。

遺物は土師器杯・甕、 須恵器杯•高台付杯・甕 ． 稜椀•長頸瓶、 絵馬な どが出土している。
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％
牙
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％
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鼻

黒褐色シ ル ト
黒色
黒褐色粘土

，， 
，， 粘土
，， ，，  
，， 末占質土、 砂を含む

オ リ ー プ黒色
，， 

暗 オ リ ー プ褐色、 砂を含む
オ リ ー プ黒色
黒色
オ リ ー プ黒色、 粘性が強い

S K236セ ク シ ョ ン図
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0 5 cm 
I I I I I I 

悩 層位
1 t - I 
2 、 - 1
3 ヽ ー 1
4 、 - 1
5 t - 1  
6 ¢ — i  
7 e - 1  
8 e - 1  

器種
土師器
須恵器• 

,, 
• 
々
，， 
,, 

器形 外 面 闘 整
杯 [l ク a t デ、 手侍へう ケ ズ リ.. ． 回 転 ヘ ラ 切 り
� • • 
,, ． ． 
9 ,, ,, 
,, 令 令

高台fす杯 • � 
ケ ． ． 

（単位 ： cm) 
内 面 調 整 口径 底径 器高 偏 考

ヘ ラ ミ ガ キ 、 隠 色 処 理 (12 .0) 7 .4 4 .3 
ロ ク ロ ナ デ 13 .5 8 ,2 3 .7 

令 . 13 .6 5 .7 4 .1 
令 14.5 9 .3 3 .3 
々 (14 .Z) 7 .6 4 .3 ． 12.2 ( 7  .7) 4 .4 
<- 16 .0 8 .9 7 .3 
令 13 .I 8 .l 5 .9 

ニ ＝
3 

ニ —―

こ 三 二 ／単一位·,�,
No 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 鑓 考
I 、 - 2 土師器 小形甕 ロ ク ロ ナデ、 回転ヘラ切り ロ ク ロ ナ デ (10.2) 8.0 8.3 
2 e - 2  "' • . 手持ちヘラケズリ • (10.6} 5.0 7.3 
3 e - 2 須恵器 杯 � 回転ヘラ切り � (13.6) 8.8 3.8 
4 e - 2 ,., ,, .. • � 13.6 5. 7 4.1 
5 t - 2  ，，， 高台付杯 � � ，， 12.4 5.5 高台径 6.8
6 2 - 2 ，， 杯 � • ，， 11.0 6.4 4.3 
1 、 - 2 • � � • 1, 14.8 ( 9.6) 4.2 

第23図 S K 236出土遺物 （ そ の 1 )
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内 面 調 整
百海波文当て具痕
ロ ク ロ ナ デ、 カ キ 目
召海波文当て具痕

器高
（単位 ： cm) 

考

0 . S cm 
I I I I I I 

りnク臼���1回転へ？ケズ ,,1 �:〗；
面

墨色:理
整

，' ●  々 ク

口径, • 

14.1 
13.4 
13.8 
13.l 

底径· ··· ·-
7.2 
8.3 
8.7 
8.5 

器高
4.4 
3.5 
3.9 
3.8 

（単位 ： cm) . . , 偉 考

第24図 S K 236出土遺物 （ そ の 2 )
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·
o 5 cm 
I I I II I 

し I

6
 

0
 ..
 

占
m

（単位 ： an) 
No 層位 器種 器形 外 面 糾 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 償

考］ t - 4  須恵器 長類壺 ロ ク ロ ナデ、 回転糸切り 0 ク ロ ナ デ 8.4 4 .7 20.2 最小径 6.5
2 t - 4  ,, 杯 � 回転ヘラ切り ,,. 13.7 8.3 3.9 
3 t - 4 ,, ，， " ，， .. (13.5) 8.8 3.9 
4 t - 4 .. � • . � (14.0) 9.2 3. 7 
No 層位 器 器形 法 :i 傭 考
5 D - 4  木製皿 皿 口径20.1、 器高2.3
6 D - 4  ，， 長さ23.5、 輻5.7、 残存幅0.6 絵馬 、 柾目材

第25図 S K 236出土遺物 （その 3 )
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0 5cm 
I I I I I I 

11 

No 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 鯛 差 口径 底径 器硲
• 

暴 害 銘
1 t - 1 土師器 杯 ヨ コ ナ デ、 手持ちヘ ラ ケ ズ リ ヘラミガキ、 黒色処理 (15.2) 8.4 6.3 体部 「ロマ」 「宮」
2 、 - 1 須思笛 • ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ 切 り 0クロナデ 10. 7 6.8 4.7 「 卜 」
3 t - 2 土師器 、 ヨ コ ナデ、 手持ちヘ ラ ケ ズ り ヘラミガキ、 黒色処理 (15.0) 8.8 6.2 体部 「宮」
4 t - 2 須恵器 • ロ ク ロ ナ デ、 回転ヘ ラ 切 り ロクロナデ 14.9 8.1 4.1 「万」 「口」

5 t - 2 � • ，' � • (10.4) 6.6 4.4 「人」
6 t - 3 ,, • ,, � ,, 12.3 7.9 4 ,2 「＋」
7 t - 4 • ，， ヘ ラ ミ ガキ • ヘラ ミ ガキ 11.8 6.� 4.4 「中」
8 e - 4 ‘ ，， ロ ク ロナデ • ロクロナデ •一 5.6 「尾張J， ヽ ー 2 • ，， It 回転糸切り • 13.2 6.9 4.6 r月」
10 、 - 4 ,, ，， ,, 回転ヘ ラ 切 り 々 1 1 .3  7.6 4.0 「木印底部ヘ ラ描きrx」
11 e - 1  • * ,, • • (11.7) 6.6 5.1 r豆

（単位 ： cm) 

第26図 S K 236出土遺物 （その 4 )
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( 6 ) 堆積層出土遺物

I - ill層 か ら は主 と し て土師器、 須恵器が出土 し て い る 。 量的には須恵器が多 く 、 土師器は

少 な い。

' --
"' 

一..

1 □□ = =--� 
- =ご

- 4 8二7
--

6 

5 

□ 7
ロ ―�

9

— , 

0 12 

？ 
11 尺 □□三/

13 

7 -= 

ー

14  

0 5 cm  
16 I I I I I I 

地 層位 器種 器形 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 偉 考
l L -'U 須恵呂 杯 0 ク ロナデ、 回転ヘ ラ 切 り ロ ク ロ ナ デ 13.1 7.8 3.5 
2 L - 0  • • ，， • ，， (10.8) 6.8 4.4 
3 L - 0  々 々 々 � � (13.6) 8.8 4.0 
4 L - 0  • " ,,. � ,. (13.6) 8.2 3. 7 
5 L - 11  � ，， � ,, .. 10.8 7.2 3 .4  
6 L - Il  � ,, � ,, み (13.4) 7.8 4.0 
7 L - Il  々 々 � 4 ケ (14.3) ( 9.8) 3.5 
8 L - 0  � ，' ，， ，， ，， (10.5) 6.5 4.7 ， L - ll  々 ,, � .. � (14.2) 8.1 3.7 
10 L - ll  ，， � � .. 々 (13.2) 8.8 4.5 
11 L - ll  ,, ，' � " ，， (12.8) 6.6 4.3 
12 L - Il  ，, ヽ ,, � .. (14 .1) ( 8.6) 3.4 
13 L - Il  ,, ,, /1 � ，， (13. 2) 8.4 3.6 
14 L - Il  ,, � ，， 4 � 12.8 8.1 3.8 底部ヘラ描キrx」
15 L - 0  • 恣細不 ケ ． ，， (13.6) ( 8.8) 6.1 
16 L - Il  ，' ,.. ． ． 々 . - - ー '—• 高台径 9.4

（単位 ： cm) 

第27図 堆積層出土遺物 （その 1 )
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゜ 10:m 

旦須恵器 甕
外 面 調 整ロクロナデ、 手持ちヘラケズリ

内 面 調 整

ヽ I " ク 々
口 ク ロ ナ デ

� 

口径 底径 器高

(24ニ
（単位 ： cm) --

情 考
最大径 29.7

下□三／

--- -

-·· 一一•
-A 

1 0)' 
- - ·-

_ ,  . - -
- :_ . 

..,,....., I 
••一 ， —. -,v 

5 

0 5 cm  
I I I I I I 

No 層位 器種 器形 外 面 関 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 墨 ti} 銘
1 L - 0  須恵器 杯 ロ ク ロ ナ デ、 手持ちヘラケズリ ロ ク ロ ナ デ (JS. I) 9.7 3.5 墨痕
2 L - U  々 4 � 回転ヘラ切り "' (15.8) ( 9.5) 6.5 
3 L - 0  * � � • ，， (13. 2) 6.4 3.2 r大」
4 L - 0  .. 硲台付杯 � 々 ,., _ ,_ .— 「長J 高台径 8.1
5 L - U  * 杯 .. • ,, (13.5} 8.2 3. 7 「中」

L - U  t, � ，，， 回転糸切り ,, 04.8) 9.Z 4.2 

第28図 堆積層出土遺物 （その 2 )
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V ま と め

第 7 次調査で発見さ れた遺構は、 水田跡 3 、 井戸跡 2 基、 溝跡14条、 土砿2位居である。 こ れ

らの遺構群を検出面及び重複関係よ り整理を お こ な う と以下の よ う な関係に な る 。

検出面は全て地山上

□:: 
S D 210 � S D 208 � S K 23� 

水田跡196一S D 203 __j

S K  222 . S D  202 � S D 200 �S D 199 じ L
S K 224 S D 2Dl __j 水田跡195 ー

C
S K 232 

... 5 K 233 

S K  231 " 

S K  234 " I 整
水田跡194

S E  197 ., 
I 地

S E  J 98 .. 

層

S K  230 ―... S K  228 

S D  217 -→ S K  218 

S D  i04 ー→ S D 205 -S D 212 

ふ 整地層 と 水田跡195の関係は不明

重複関係がな い も の
S D  206 

S D  207 

S D  211  

S K  214 

S K  215 

S K  216 

S K  219 

S K  220 

S K  221 

S K  225 

S K  226 
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発見さ れた遺構群は整地層を挟んで複雑に重複 し あ っ て い る 。 こ の中で注 目 さ れる も のに水

田跡の存在がある 。 市川橋遺跡では昭和59年度に実施した調査で初めて水田跡の存在が確認さ

れている 。 本調査区は、 水田跡が確認された第 5 次調査区の北東に接する位筐関係にあり 、 当

該地区にもそ の延びが及んでいる こ と が判明した。 し か し今回は、 ブラ ン ト オパール等の自然

科学的分析を行っ て い な い こ と も あ り 、 今後に課題を残した。 水田跡と 認定す る た め に は、 形

状、 畦畔や水口 等の存在が不可欠の要素である 。 今回検出 した遺構群の中で水田を構成するも

の と し て は、 水田跡194 · 畦畔 • 水路 ( S D199) 、 水田跡195 ・ 畦畔 • 水路 ( S D202) 、 水田

跡196 · (畦畔は確認できず） • 水路 ( S D203) を考え て い る。

井戸跡は2 基見つか っ て い る。 いずれも規模的には小さ いものであるが、 形態的には曲物を

二段に据えたものと 、 縦方向 に板材を 巡 ら し 、 その内側にも横位に板材を固定 したものであり 、

異なった形態を 有 し て い る 。

溝跡は14条検出 した。 ほぽ調査区全域にわたって見つか っ て い る。 前述の よ う に水田の水路

と し て機能 し て いたものもある 。 方 向 につ い て み る と 、 東西 ・ 南北方 向に走るものがほ と ん ど

である。

土拡は2堪検 出 し た・。 大部分が調査区西側に分布する 。 平面形は、 不整形を呈する も のが多

く 、 楕円形を呈するものがこ れに続く 。 規模は S K235 · 236以外、 長辺 l m前後である 。 特に

S K236は、 長辺2.98m、 短辺2.91mの大型のもので、 埋土からは土師器、 須恵器等の土器類

が豊富に出土 し て い る 。 出土品に は完形品が多く 含まれる のが特徴である 。

検出さ れた遺構の構成か ら本地区の性格を見る と 、 水田跡の存在から居住域と い う よ り はむ
し ろ 生産域と い っ た様相を呈 し て い る。 しかも井戸跡も存在す る こ と か ら 、 わずかではあるが、

生活域 と い っ た一面もある。 当該地は自然堤防と低湿地が複雑に入 り 組んだ場所に ある。 そ こ

に整地事業を行い、 生活空間を広げて い る。 調査区内でも東側と 西側では遺構分布の在り 方が

異なる点も興味深い。 検出された こ れ ら の遺構群の年代については、 出土し た遺物の技法的な

特徴から 、 概ね 9 世紀代と理解 し て い る。

なお、 当地区は山王遺跡で発見された古代の道路跡の推定延長線上の北側にあたる。 一方、

推定道路跡の南側には昭和54年度に県文化財保護課が調査を実施した水入地区があり 、 こ こ で

の発見遺構 （建物跡、 井戸跡、 溝跡） の在 り 方 と 、 • 本調査区で発見 した遺構 （水田跡、 井戸跡、

溝跡） を比較した時、 そ の相違が単に古代に おける 土地利用の違いなのか ど う か 、 検討課題で

あ る と い え よ う 。
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S K 236土砿出土遺物について

S K236土砿は、 調査区北西部の整地層下で発見したものである 。 堆積層中か ら は、 土師器
杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 • 稜椀が出 土 し て い る。 量的には須恵器杯が豊富であ り墨書

されたものも多く 、 完形品が多 く 含まれる点が特徴である。 しかもこれら の遺物以外に 、 平城
京土器分類で 「壺G」 と 呼ばれる須恵器の長頚瓶と 、 絵馬が出土 し た こ と が注 目 さ れる 。 一般

に 「壺G」 は、 胴部が細身を呈し 、 口縁部が ラ ッ パ状に開き 、 底部は回転糸切り 無調整のもの
である 。 こ の タ イ プは特徴的な形態を示し 、 さ ら に その生産の盛期が長岡京期 （延暦 3 = 7 8

4 年～延暦13= 7 9 4 年） に該当す る と い う 年代観も も つ こ と か ら 、 ある程度年代を知る手掛
か り と な る 。 現在、 「壺G」 は秋山浩三氏に よ っ て形態 ・ 色調 ・ 胎土等よ り A "' D の 4 群に分
類されて各群につい て詳細な説明が加 え ら れ、 これら は産地の違いと理解さ れ て い る （註 7 ) 。

さ て、 本遺構よ り 出土 したも のは完形品 1 個、 この他の遺構か ら も 少な く と も 3 個体以上出土
し て い る 。 本遺構出土のもの を秋山氏の分類にあてはめてみ る と 、 A群に属す る も の と 見 ら れ

る 。 他の遺構出土のものについても 、 破片からの推察ではあるが、 同群に位置づけられる も の
と考えられる 。 こ の A群は秋山氏の説明を引用す る と 「胴部が細長く 、 その下半部は弓形状を
呈する。 肩部はあ ま り 張らず、 加えて明瞭な稜線 を な さ な い。 口縁部は大き く ラ ッ パ状に外反

して開き 、 端部は若干屈曲させるが原則的に 丸 く すなおに終る 。 外表面の仕上げは、 あ ま り 丁
寧ではなく 、 小粘土塊や指紋が付着 し た まま にな っ て い る こ と が多い。 形態的な特徴に加えて
最も個性的なも のはその色調で、 内外面は青味の強い灰青～青灰青色系であ り 、 断面は赤茶色

系を呈する 。 硬質焼成で、 胎土中には少 し ばか り 白色粒子等を含有する 。 本群は 「壺G」 の中
で最も量が多く 、 一般的なもので、 法量もほぽ一定である」 と い う （註 8 ) 。 次に 「壺G」 の
類例につ いて見る と 、 県内では未確認であ り 、 本例が初めてのものと考えられる 。 なお、 本遺
構出土のものは、 形態的には長岡京の S D 12028 · 12031 · 12032溝跡出土のものに類似する と
い う （註 9 ) 。

次に絵馬につ いて記述 し た い。 「壺G」 と 同一層内で長さ約23cmの板状のものに 、 前足、 後

足及び腹部が描かれた絵馬が出土した。 前述の 「壺G」 と共伴する遺物の技法的な特徴から 、

概ね 9 世紀代のものと考えられる 。 つ ま り こ の絵馬は古代に属す る も の と理解され、 資料的に

も大変貴重で特筆すべきも のである。 古代に属する絵馬を見る と 、 県内では出土例がなく 、 東

北地方でもわずかに、 秋田県仙北町払田柵遺跡第49次調査出土と 、 山形県川西町道伝遺跡出土
の 2 例を数えるのみである 。 前者はS E550井戸跡、 通称 「ホイ ド清水」 か ら 出土 し たもので

あ り 、 年代に つ いて は 8 世紀末か ら 9 世紀頃と考え られて い る。 後者は溝跡か ら 出 土 し た も の
で、 9 世紀の年代が与え られている 。 こ の よ う に本例を含めて も 3 例が知られるのみである。

なお 、 前述の 2 遺跡は官街及び官街的性格を有する遺跡と し て知られて い る 。



出 土 地 器 種 墨 書 銘 墨 書 部 位 備 考
整 地 層 ① 須 恵 器 杯 「口」 ？ 体 部 内 面 小片
整 地 層 ③ 須 恵 器 杯 「丈」 底 部 外 面 底部ヘラ描き
整 地 層 ③ 須 恵 器 杯 「井酒」 体 ～ 底 部 外 面
整 地 層 ③ 須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面
整 地 層 ③ 須 恵 器 杯 「長」 底 部 外 面
整 地 層 ③ 須 恵 器 杯 「D」 体 部 外 面 墨痕小片
水田跡194 Q -1 須 恵 器 杯 「ろ」 底 部 外 面
水田跡194 Q -l 須 恵 器 杯 「太」 体 部 外 面 正位 小破片
水田跡194 Q -l 須 恵 器 杯 墨痕 ？ 体 部 外 面 内墨痕 小片
水田跡194 Q -2 須 恵 器 杯 「D」 底 部 外 面 体～底
水田跡194. Q -2 須 恵 器 杯 塁痕 体 部 内 面 正位 口～体
水田跡194Q-2 須 恵 器 杯 「D」 ? 底 部 外 面 体～底
水田跡194 Q - 3 須 恵 器 杯 「D」 ? 底 部 外 面 体～底
水田跡194 Q -3 須 恵 器 杯 「口」 ？ 体 部 外 面 体
水田跡194 Q -3 須 恵 器 杯 「位」 「 上」 体 部 外 面 横位 口～体
水田跡194 Q -3 土 師 器 甕 「□」 ? 体 部 外 面 体
水田跡194 Q -3 須恵器か 杯 「口」 ？ 体 部 外 面 体、 黄橙色
水田跡194 Q -3 土 師 器 杯 墨痕 体 部 外 面
水田跡195 Q-1 須 恵 器 杯 「口」 ？ 底 部 外 面 漆付着
水田跡195 Q - 1  須 恵 器 杯 「口」 底 部 外 面 体～底
水田跡195 Q - 1  須 恵 器 杯 墨痕 体 部 内 面
水田跡195Q - l 須 恵 器 杯 「1TTrJ 記号 底 部 外 面
水田跡195Q-1 須 恵 器 杯 「土」 ？ 体 部 外 面
水田跡195 Q - 1  須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面 体～底
水田跡195 Q -1 須 恵 器 杯 「中」 底 部 外 面 体～底
水田跡195 Q -1 須 恵 器 杯 「尾張」 底 部 外 面 研摩、 小片
水田跡195 Q - 1  須 恵 器 杯 墨痕 体 部 外 面 倒位 口～体
水田跡195 Q - 1  須 恵 器 杯 墨痕 体 部 外 面 口～体
水田跡195 Q-1  須 恵 器 杯 嬰痕 底 部 内 面 小片
水田跡195 Q -1 須 恵 器 杯 墨痕 体～底部内外面 小片
水田跡196 Q -1 須 恵 器 杯 「矢田」 底 部 外 面 体～底
水田跡196 .Q. -l 須 恵 器 杯 「 ＋ 」 底 部 外 面 体～底
S D200 Q - 2 須 恵 器 杯 「尾張」 体 ～ 底 部 外 面

表 3 墨書土器一覧表 （その 1 )

37 



出 土 地 器 種 墨 書 銘 墨 書 部 位 備 考
S D201 〇 -2 須 恵 器 杯 墨痕 · 底 部 外 面
S D203 Q-1  須 恵 器 杯 「D」 ? 体 部 外 面
S D203 Q -1 須 恵 器 杯 「間間」 「尾」 体 畠 外 面 、 〖 畠 外 面 横位
S D203 Q-1  須 恵 器 杯 「□八」 体 部 外 面 正位
S D204 Q -1 須 恵 器 杯 墨痕 体 部 外 面 墨痕あり
S D204 Q -1 須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面 3 文字

S D204 Q - 1 須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面 内研摩
S D205 Q - 2  須 恵 器 杯 「rn」 記号 体 部 外 面
S D208 Q -1 須 恵 器 杯 「口」 体 部 外 面
S D 209 Q -l 須 恵 器 杯 「導」 ？ 底 部 外 面
S D209 Q -1 須 恵 器 杯 「口」 底 部 外 面 内研摩
S D2ll Q -1 須 恵 器 杯 墨痕 体 ・ 底 部 外 面
S D211 Q -1 須 恵 器 杯 「尾張」 体 部 外 面 体～底
S D211 Q -l 須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面
S D211 Q -1 土 師 器 甕 「口」 ？ 体 部 外 面 体
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「足」 底 部 外 面
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 叶 」 体 部 外 面
S K236 Q -1 土 師 器 杯 「ロマ」 「宮」 体 部 、 体 ． ＂＂ 非 ロ ク ロ
S K236 Q -1 須 l i l t:!付杵 墨痕 ？ 底 部 外 面
S K236 Q - 1  須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面 内外墨痕
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「万」 「口」 底 部 外 面 ほぽ完形
S K236 Q -l 土 師 器 杯 「宮」 「口」 体 喜 外 面 、 且 喜 外 面 非 ロ ク ロ
S K236 Q -l 須 恵 器 杯 「 月 」 ？ 底 部 外 面
S K236 Q - 1  須 恵 器 杯 「人」 体 部 外 面
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「 ＋ 」 底 部 外 面 ほぽ完形、 付着物
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「 ＋ 」 ？ 体 部 外 面 正位 完形
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「木口」 体 部 外 面 横位 2 か所
S K236 Q -1 須 恵 器 杯 「尾張」 体 部 外 面 破片
S K236 Q - 1  須 恵 器 杯 「人」 ？ 底 部 外 面 小破片
グリットN排水路 須 恵 器 杯 「大」 体 ・ 底 部 外 面 正位
グリ ッ トNWL- Il 須 恵 器 杯 「足J ? 底 部 外 面
グリッ ト N W L - II 須 恵 器 杯 「出」 体 部 外 面
グリッ ト NWL - II 須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面

表 4 墨書土器一覧表 （その 2 )
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出 土 地 器 種 塁 書 銘 墨 書 部 位 備 考

グリッ ト N W L - Il 須 息 暑 i 台 付 杯 「長」 底 部 外 面 体～底
グリッ ト N W L - Il 須 恵 器 杯 「二」 ？ 底 部 外 面 付着物

り1）外NWL-Il 須 恵 器 杯 「足」 底 部 外 面 底
りリ ッ ト NW L - Il 須 恵 器 杯 「禾」 底 部 外 面 体～底
グリ 'J � N W L - Il 須 恵 器 杯 「甲」 体 部 外 面 口～体

判ットNWL-II 須 恵 器 杯 墨痕 体 部 外 面 口～体

判外NWL-Il 須 恵 器 杯 「□」 ? 体 部 外 面 体
判ットN C L - II 須 恵 器 杯 「水鉢」 底 部 外 面
グ，)外 N C L - Il  須 恵 器 杯 墨痕 底 部 外 面
グ1）外N C L - II  須 恵 器 杯 「□」 ? 体 部 外 面 口 ～体
グリッ ト N C L- Il 須 恵 器 杯 「 口」 ？ 体 部 外 面 口 ～体
グリッ ト N C L- 11 須 恵 器 杯 「口」 ？ 体 部 外 面 体 ·

グ リ ッ ト N L - II 須 恵 器 杯 「井」 ？ 体 部 外 面 口～体

判 ッ ト N L - II 須 恵 器 杯 「口」 ？ 体 部 外 面
判 ッ ト N L - Il 須 恵 器 杯 墨痕 体 部 外 面 体～底

1 1h 卜 N L - II 須 恵 器 杯 「口」 ？ 底 部 外 面
グ リ ッ ト E L - II 須 恵 器 杯 「伊」 体 部 外 面 底部ヘラ描き 「 x 」

表 5 墨書土器一覧表 （ そ の 3 )

墨書土器

墨書土器は83点出土している 。 調査区の面積に比べて出土盤の多さが窺える 。 出土遺構も様

々で広範囲にわたっている 。 器種は圧倒的に須恵器が多く、 全体の90%を占めている 。 これら

の墨書土器の中には、 遺構の性格を示すような賓料は認められないが、 「尾張」など地名を表

すものもあり、 他地域との交流関係を示すような資料が見られる 。

墨害土器については、 現象面から は数の多さが 目 立つが、 このような状況が調査区内への多

且の土器の混入（廃棄） 行為によって引き起こされたものなのか どうかは不明である？

（註）

多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー が、 本調査区西側で実施 し た 第 9 次調査でも本調査区同

様、 多黛の墨書土器が出土 し て い る 。
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（註 l ) 「第22次発掘讃査」 『多賀城跡調査研究所年報』 1973 宮城県多賀城跡調査研究所(197

4) 

（註 2 ) 『水入遺跡発掘調報告書』 宮城県文化財調査報告書第84集 宮城県教育委員会(1982)

（註 3 ) 『市川橋遺跡調査報告書』 多賀城市文化財閑査報告書第 4 集 多賀城市教育委員会(198

3) 

（註4 ) 『市川橋遺跡謁査報告書』 多賀城市文化財調査報告密第 5 集 多賀城市教育委員会(198

4) 

（註 5 ) 『市川橋遺跡一昭和59年度発掘調査報告苔』 多賀城市文化財調査報告書第 8 集 多賀城

市教育委員会(1985)

（註 6 ) 『市川橋遺跡一昭和61年度発掘調査報告書』 多貿城市文化財謁査報告書第13集 多賀城

市教育委員会(1987)

（註 7 ) 『向 日 市埋蔵文化財調査報告書第18集』 向 日 市教育委員会(1986)

（註8 ) (註 7 ) に同じ

（註 9 )酒井清治氏の御教示による 。

引用 ・ 参考文献
O酒井清治 「武蔵国における須恵器年代の再検討」 『研究紀要』 第 9 号 埼玉県立歴史賓料館

(1987) 

〇外山政子 「甑について」 『研究紀要』 第 4 号 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団(1987)
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982) 

〇 『長岡京跡』 向日市教育委員会(1984)
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S K236土層堆積状況
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い
て
二
つ
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る 。

三 、 漆
塗
り
の
作
業
と
し
て
漆
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か
ら
漆
を
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り
分
け
て
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し
て
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し
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土
器
の
中
の
漆
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文
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き
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書
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業
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墨
痕
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図① 多賀城跡第24次
調査出土木簡実測図
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あ
る 。

―
つ
は
全
体
的
に
表
面
が
風
化
さ
れ
て
墨
痕
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る 。
も
う―
つ
は
表
面
に
砂
粒
等
が
付
着
し
て
文
字
を
覆
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
た
め
に
文
字
が
鮮
明
に
み
え
な
い
場
合
で
あ
る 。
後
者
の
場
合
は

、

お
そ
ら
く
漆
に
密
着
さ
せ
て
ふ
た
紙
を
し
た
際
に
紙
の
表
面

に
漆
が
滲
み
で
て 、
そ
の
ま
ま
乾
き
き
ら
な
い
う
ち
に
廃
棄
し
た
た
め
に

、

表
面
に
砂
粒
等
が
付
着
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る 。

結
局 、
漆
紙
を
よ
く
観
察
す
る
と
表
面
に
砂
粒
等
が
付
着
し 、
ざ
ら
つ
い
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら 、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
と
判

そ
こ
で
付
着
し
た
砂
粒
等
を
除
去
す
る
こ
と
に
し
た 。
幸
い 、
土
器
と
漆
が
堅
牢
な
状
態
で
あ
る
の
で

、

る
こ
と
が
で
き
た 。
そ
の
結
果 、
図
版
B
で
わ
か
る
よ
う
に 、
文
字
は
肉
眼
で
も
判
読
可
能
な
く
ら
い
に
鮮
明
に
み
え
る
状
態
と
な
っ
た
の
で

こ
の
作
業
は
ビ
デ
オ
に
収
め
な
が
ら
慎
重
に
実
施
し
た 。
こ
う
し
た
作
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は 、
漆
紙
の
状
態
を
十
分
に
観
察
し
た
上 、

そ
の
作
業
工
程
を
克
明
に
記
録
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
と
く
に
砂
粒
等
を
除
去
す
る
と
い
っ
て
も 、
漆
で
固
め
ら
れ
た
状
態
で

あ
る
の
で 、
か
な
り
の
力
を
加
え
な
い
と
除
去
で
き
な
い 。
し
た
が
っ
て 、
漆
紙
そ
の
も
の
が
安
定
し
た
（
堅
牢）
状
態
で
な
い
と
削
り
取
り

理
的
に
長
時
間
か
け
て
メ
ス
等
で
削
り

取
る
ほ
か
に 、
よ
い
方

断
し
た 。

メ
ス
を
用
い
て
砂
粒
等
を
削
り

取

2
 



（
註）
『

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報』
一
九
七
四

は
り
不
明
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う 。

こ
の
よ
う
に
み
る
と 、

字
（
図
版
C)
を
確
認
で
き
る 。
行
間
は
約一
・

六
セ
ン
チ 、

現
状
で
は
三
行 、
六
文
字
と
（
図
版
C) 、
「
番」
の
右
わ
き
に
お
そ
ら
く
追
筆
と
思
わ
れ
る
「
口
者」
の
二
文
字（
図
版
D) 、
合
わ
せ
て
八

文
字
の
大
き
さ
か
ら
も 、
戸
籍
・

計
帳
を
は
じ
め
と
す
る
帳
簿
類
で
は
な
く 、
通
常
の
文
書
と
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

数
文
字
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
の
で 、
文
魯
の
内
容
を
知
る
ま
で
に
い
た
ら
な
い 。
こ
こ
で
は
若
干
の
解
説
を
加
え
る
に
と
ど
め
た
い 。

や
わ
ら
か
み
の
あ
る
の
び
や
か
な
書
体
で
あ
る 。
一
行
目
の
「
士」（
図
版
E)
は
字
形
は
「
土」
と
な
っ
て
い
る
が 、
「
土」（
写
真
で
は
右

わ
き
に
点
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
る
が 、
こ
れ
は
欠
損
し
た
部
分
で
あ
る）
と
は
な
い
の
で 、「
士」
と
判
読
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か 。
同
様

（
註）

の
例
は 、
多
賀
城
跡
第
二
四
次
調
査
（
外
郭
東
南
隅
地
区）
出
土
の
木
簡
（
図
1)
に
「
兵
士」
を
「
兵
土」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る 。
二
行

目
の
「
番」（
図
版
F)
の
次
の
文
字
は
芳
は
明
ら
か
に
「
吉」
で
（
図
版
G) 、
「
結
番」
な
ど
を
連
想
す
れ
ば
「
結」
も
考
え
ら
れ
よ
う 。
三

行
目
の
一
文
字
は一
応
「
前」
と
し
た
が
（
図
版
H) 、
上
部
を
欠
い
て
い
る
の
で 、

あ
ろ
う。

「
番」
や
「
士」
な
ど
の
文
字
か
ら
は 、
軍
事
関
係
文
害
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が 、
こ
れ
だ
け
の
文
字
で
は
や

宮
城
県
多
費
城
跡
醐
査
研
究
所
（一
九
七
五）

四 、

文
書
内
容

一
文
字
の
大
き
さ
は

本文
約一
・

六
セ
ン
チ 、
追
箪
約
O·
七
セ
ン
チ
で
あ
る 。

カ
ン
ム
リ
が
付
け
ば 、「
箭」
と
な
る
場
合
も
あ
り
え
る
で
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